
葉⼭町の多様な主体が連携した海の森づくり活動
葉⼭アマモ協議会

葉⼭町漁業協同組合・葉⼭町立一色小学校・ダイビングショップナナ・鹿島建設（株）

葉山アマモ協議会は、昨年度のブルーカーボンクレジット創出
を皮切りに、再生藻場の持続・拡大を目指した保全活動を実施し
ています。併せて魚介類の積極的な増殖、魚食文化の普及、漁業
文化の継承なども行っています。
ブルーカーボン購入企業や市民を対象とした葉山の藻場を体感

できるブルーカーボンツアーの開催も行っています。

プロジェクト概要

特徴・アピールポイント

葉⼭ブルーカーボンモデル

地域連携

2023年度の対象種と認定量
カジメ場、ワカメ場、ヒジキ場（新規）

合計49.7t-CO2/年
今年度は相対取引によるクレジットのご提供をさせていただきます

✔ 地域の連携によって生まれた葉⼭ブルーカーボンモデル
✔ 魚介類の積極的な増殖による漁場再生を実施しています
✔ 伝統的漁業文化の継承、魚食文化の普及を行っています
✔ 海の恩恵を実感できるブルーカーボンツアーを随時開催
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